
グループ全体の環境負荷

一般廃棄物

■JR東日本のリサイクル率 ■JR東日本グループ全体のリサイクル率 ■グループ会社のリサイクル率

（47,182t）

一般廃棄物
（88,067t） 

89％
（419,670t）

リサイクル率

※1 その他現業区 設備のメンテナンスなどを行う技術センターや車掌区など。
※2 設備工事 法律上は工事の請負会社が排出事業者となる工事廃棄物も産業廃棄物に含んで把握しています。

インプット

アウトプット

グループ会社の事業

営業収益 7,295億円営業収益 7,295億円

CO2排出量226万t-CO2 67万t-CO2

88,067t一般廃棄物排出量

産業廃棄物
（430,608t） 

産業廃棄物
（38,311t）   

水使用量

エネルギー使用量

OA用紙使用量

● 電力 　　　　9.5億kWh　　
● 都市ガス 　　3,597万m3　
● その他の燃料 5.3万kl（原油換算）

● 電力 55億kWh
● 都市ガス 987万m3

● その他の燃料 6.8万kl（原油換算）

1,187万m3

1,889t

1,002万m3

967t

営業収益 1兆9,674億円

合計 47,182t

● オフィス 2,658t
● 駅・列車 42,148t
● 総合車両センターなど 831t
● 切　符 464t
● その他現業区※1 1,071t
● 発電所 10t

38,311t産業廃棄物排出量
合計 430,608t

● 設備工事※2 395,843t
● 総合車両センターなど 33,629t
● 医療系 131t
● その他現業区 658t
● 発電所 347t

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

55％
（74,167t）

(うち再生紙が78％）(うち再生紙が99％）

70％
（33,204t）

92％
（397,350t）

47％
（40,963t）

58％
（22,320t）

ＪＲ東日本の事業

JR東日本グループ　社会環境報告書 2009 環 境 安 全 社 会

廃棄物処理についての考え方
●  廃棄物には「有価物」を含みます。
●  清掃工場などで処理される一般廃棄物や、最終処分が焼却
処分される産業廃棄物において、サーマルリサイクルされ
ている場合は、リサイクルとして扱っています。なお一般廃
棄物の場合は、廃棄物を焼却したときの燃焼熱により発電
に利用され、一年を通じて処理場で売電電力量が購入電
力量を上回る場合はリサイクルとして扱っています。ただ
し、灰などの残渣物が最終的に処分されている場合は、そ
の量を処分量とし、再生量から差し引いています。
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